
連続性のある小中一貫教育
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ブロック一貫教育推進会議 

各ブロック代表校⾧×６ 

各教科担当 生徒指導担当、不登校対策担当 等 各
教
科
担
当
者
会 

各
種
担
当
者
会 

学びブロック会議 
学び担当校⾧・教頭 

学び担当教員 

幼稚園・こども園担当教員 

ブロック会議 
ブロック内校⾧ 

育ちブロック会議 
育ち担当校⾧・教頭 

育ち担当教員 

幼稚園・こども園担当教員 
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☆ブロックごとに推進代表校⾧、学び担当校⾧、育ち担当校⾧を決める。
☆ブロックごとに、学び担当教頭、育ち担当教頭を決める。
☆幼稚園、こども園からも学びと育ちの担当者を決める。

☆年3回開催（４.９.２月）
※ブロック＝中学校区
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 豊中市初の義務教育学校として令和５年度、旧庄内小・六中跡地等に開校。
 『めざす子ども像』の実現に向け、特色ある教育活動で、自尊感情や自己肯定感・自己有用
感・非認知能力を伸ばす特色あるカリキュラムを設定。

 市の図書館（庄内コラボセンター）と学校がつながっており、図書館との連携が図られている。

施設一体型の義務教育学校 庄内さくら学園（大阪府豊中市）

学校規模（令和６年度）
前期課程：１学年３～４学級

計752人
後期課程：１学年３～４学級

計361人
※前期・後期課程の学区が同一の為、３学年の
後期課程は、前期課程の半分程度の人数となる。
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 加古川市初の義務教育学校として、令和６年度に開校した。
 学校施設の改善、子どもたちの学習環境の向上を目的とし、平荘小学校及び上荘小学校を
統合し、両荘中学校の敷地に、既存施設の大規模改修（⾧寿命化改修）と不足する教室
の増築により、施設一体型小中一貫校を整備した。

 ９年間一貫した教育活動を含めた学校運営ができ、安全性を備えた施設環境を確保。
 前期４年、中期３年、後期２年の区分とした指導体制を導入。

施設一体型の義務教育学校 両荘みらい学園（兵庫県加古川市）

学校規模（令和７年度）
前期課程：１学年１～２学級

計227人
後期課程：１学年２学級

計154人
※学校運営上は、前期・中期・後期課程に分かれているが、
ここでは前期（1～６年生）、後期（7～9年生）として整理。出典:加古川市教育委員会ホームページ
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 施設形態:３小学校、１中学校による施設分離型小中一貫教育
 京丹後市の「目指す子ども像」である「将来に夢と希望をもって生き生きと学ぶことのできる子ど
も」を育てるため、「就学前から中学校卒業までの10年間にわたる一貫した子育て支援と教育」
の実現により、子どもたちに今以上の「生きる力」を育成することを目的に、市内全域において保
幼小中一貫教育を展開。

併設型小・中学校 京丹後市立久美浜中学校区（京都府京丹後市）

学校規模（令和６年度）
小学校：１学年１～２学級

計398人
（３小学校計）

中学校：１学年２学級
計200人

保幼小中一貫教育の全体像
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併設型小・中学校 京丹後市立久美浜中学校区（京都府京丹後市）
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